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モデレータ｜野崎篤志

◼ 株式会社イーパテント 代表取締役社長

◼ K.I.T.虎ノ門大学院 客員教授

◼ 大阪工業大学院 客員教授

 慶応義塾大学院総合デザイン工学専攻修了後、

日本技術貿易株式会社入社。外資系特許調査・

分析企業であるランドンIPの日本オフィス立ち

上げ、日本事業統括を経て、2017年5月に「知

財情報を組織の力に®」を目指して株式会社

イーパテントを設立し、代表取締役社長に就任。

 自動車・エネルギーおよびヘルスケア分野を中

心に技術動向分析、競合他社分析、知財デュー

デリジェンス、新事業・新製品開発および新規

用途探索・アイデア創出などの知財情報コンサ

ルティング®および人材育成に従事。

 主な著作に「調べるチカラ」（日本経済新聞出

版社）、「特許情報調査と検索テクニック入

門」（発明推進協会）、「特許情報分析とパテ

ントマップ作成入門」（発明推進協会）がある。

 平成30年度特許情報普及活動功労者表彰

特許庁長官賞受賞。
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13:20-13:25 モデレータ自己紹介および本パネルディスカッションの背景について説明

13:25-13:40

(1人5分程度)

パネリストより各社概要および知財情報活用・IPLの取り組みのご紹介

－伏見雅英氏（株式会社ミューラボ 代表取締役社長）

－中村栄氏（旭化成株式会社 知財インテリジェンス室シニアフェロー）

－荒木充氏（株式会社ブリヂストン 知的財産部門部門長）

13:40-14:20

以下の3つのトピックを中心にパネルディスカッション（①→②→③ではなく

①～③のトピックを適宜交えながらディスカッション）

① 成功の定義・失敗の定義

② 成功するためには？失敗しないためには？

③ 成功・失敗を計測するためには？－KPIなどへの取り組み－

14:20-14:35 質疑応答（視聴者からの質問への回答）

14:35-14:40 総括

本パネルディスカッションの進め方



本パネルディスカッションの背景
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IPランドスケープといえば？

本パネルディスカッションの背景

出所：旭化成が注力する「知財のDX」、特許分析で競合他社の戦略を読み解く
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/01682/082900013/

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/01682/082900013/
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知財人材スキル標準とIPランドスケープ

本パネルディスカッションの背景

出所：知財人材スキル標準 Version2.0

◼ 知財人材スキル標準 Ver2.0によって定義された知財人材の戦略レベルのスキル
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特許庁のIPランドスケープの定義

本パネルディスカッションの背景

出所：日本特許庁、経営戦略に資する知財情報分析・活用に関する調査研究 https://www.jpo.go.jp/support/general/chizai-
jobobunseki-report.html

◼ 特許庁の調査研究ではIPランドスケープを「経営戦略又は事業戦略の立案に際し、①経営・事業
情報に知財情報を取り込んだ分析を実施し、②その結果（現状の俯瞰・将来展望等）を経営者・
事業責任者と共有（＝双方向のやり取り）すること」と定義している。

https://www.jpo.go.jp/support/general/chizai-jobobunseki-report.html
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業界・業種別IPランドスケープの実施状況

本パネルディスカッションの背景

出所：日本特許庁、経営戦略に資する知財情報分析・活用に関する調査研究 https://www.jpo.go.jp/support/general/chizai-
jobobunseki-report.html

◼ 業界・業種別のIPランドスケープの実施状況を見ると全体平均で10％であるが、食品製造業や医
療・製薬・バイオ、IT・通信、素材・化学業界は他の業界に比べると実施できているとの回答が
多い。

https://www.jpo.go.jp/support/general/chizai-jobobunseki-report.html
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CGC改定と知財情報開示への流れ

本パネルディスカッションの背景

備考：各種資料・ウェブサイトよりイーパテント取りまとめ

コーポレートガバナンス・
コード

2004年「知的財産情報開示指針」
2005年「知的資産経営の開示ガイド
ライン」

ESG・サステナビリティ
無形資産

知財情報開示

6月 「コーポレートガバナンス・コード」改訂版→「知的財産への投資」
成長戦略実行計画（菅前首相が「本年中にその開示に関するガイドラインを策定」を明言）

7月 知的財産推進計画2021

8月 知財投資・活用戦略の有効な開示及びガバナンスに関する検討会開始

2000年代

2021年

2015年「コーポレートガバナンス・
コード」

2018年「コーポレートガバナンス・
コード」改訂版

2017年「伊藤レポート2.0」、「価値
協創ガイダンス」

2014年「日本再興戦略」改訂 2014→

「伊藤レポート」発表

2010年代

2022年 1月 知財・無形資産の投資・活用戦略の開示及びガバナンスに関するガイドラインVer1.0

2020年「人材版伊藤レポート」

8月「伊藤レポート3.0(SX版伊藤レ
ポート)」・「価値協創ガイダンス
2.0」

7月「コーポレート・ガバナンス・シ
ステムに関する実務指針（CGSガイ
ドライン）」改訂

https://www.meti.go.jp/policy/intellectual_assets/pdf/2shishin.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/intellectual_assets/guideline/list2.html
https://www.jpx.co.jp/equities/listing/cg/tvdivq0000008jdy-att/nlsgeu000005lnul.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/seicho/pdf/ap2021.pdf
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/kettei/chizaikeikaku20210713.pdf
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tyousakai/tousi_kentokai/index.html
https://www.jpx.co.jp/news/1020/nlsgeu000000xbfx-att/code.pdf
https://www.jpx.co.jp/news/1020/20180601.html
https://www.meti.go.jp/policy/economy/keiei_innovation/kigyoukaikei/itoreport2.0.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/economy/keiei_innovation/kigyoukaikei/ESGguidance.html
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/pdf/honbun2JP.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/economy/keiei_innovation/kigyoukaikei/kigyou-toushika.html
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tyousakai/tousi_kentokai/governance_guideline_v1.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/economy/kigyo_kachi_kojo/20200930_report.html
https://www.meti.go.jp/press/2022/08/20220831004/20220831004.html
https://www.meti.go.jp/press/2022/08/20220831004/20220831004.html
https://www.meti.go.jp/press/2022/07/20220719001/20220719001.html
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改訂版コードとWho・Where・Whatの関係

本パネルディスカッションの背景

◼ 補充原則3-1①、4-2②に「知的財産への投資」が盛り込まれ、それぞれWho＝投資家向け、取締
役向けの情報開示・提供が必要であるが、What=何を、Where＝どの媒体では明確ではない現段
階でも各社模索中である（と考えている）。

コード Who 誰に Where 何を What どこで

補充原則３－１③ 上場会社は、経営戦略の開
示に当たって、自社のサステナビリティについ
ての取組みを適切に開示すべきである。また、
人的資本や知的財産への投資等についても、自
社の経営戦略・経営課題との整合性を意識しつ
つ分かりやすく具体的に情報を開示・提供すべ
きである。

投資家 ？ ？

補充原則４－２② 取締役会は、中長期的な企
業価値の向上の観点から、自社のサステナビリ
ティを巡る取組みについて基本的な方針を策定
すべきである。また、人的資本・知的財産への
投資等の重要性に鑑み、これらをはじめとする
経営資源の配分や、事業ポートフォリオに関す
る戦略の実行が、企業の持続的な成長に資する
よう、実効的に監督を行うべきである。

取締役 ？ ？



パネルディスカッション
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パネルディスカッションのテーマ

パネルディスカッション

出所：いらすとや

①成功の定義・失敗の定義

②成功するためには？失敗しないためには？

③成功・失敗を計測するためには？－KPIなどへの

取り組み－
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パネルディスカッションを進める上で

パネルディスカッション

出所：広報誌「とっきょ」2021年9月14日発行号 https://www.jpo.go.jp/news/koho/kohoshi/vol49/01_page2.html

https://www.jpo.go.jp/news/koho/kohoshi/vol49/01_page2.html


株式会社イーパテント～知財情報を組織の力に～

■知財情報分析
技術動向分析

競合他社分析

知財デューデリジェンス

■知財情報コンサルティング
新規事業開発・新規用途探索

アイデア・発明創出支援ワークショップ

■知財情報に関する人材育成・研修
知財情報調査・分析およびパテントマップ作成

知財情報活用

連絡先
E-mail : contact@e-patent.co.jp


	スライド 1: 【パネルディスカッション】 成功するIPLと失敗するIPL
	スライド 2: モデレータ｜野崎篤志
	スライド 3: 本パネルディスカッションの進め方
	スライド 4: 本パネルディスカッションの背景
	スライド 5: IPランドスケープといえば？
	スライド 6: 知財人材スキル標準とIPランドスケープ
	スライド 7: 特許庁のIPランドスケープの定義
	スライド 8: 業界・業種別IPランドスケープの実施状況
	スライド 9: CGC改定と知財情報開示への流れ
	スライド 10: 改訂版コードとWho・Where・Whatの関係
	スライド 11: パネルディスカッション
	スライド 12: パネルディスカッションのテーマ
	スライド 13: パネルディスカッションを進める上で
	スライド 14: 株式会社イーパテント～知財情報を組織の力に～  ■ 知財情報分析 　　技術動向分析 　　競合他社分析 　　知財デューデリジェンス  ■ 知財情報コンサルティング 　　新規事業開発・新規用途探索 　　アイデア・発明創出支援ワークショップ  ■ 知財情報に関する人材育成・研修 　　知財情報調査・分析およびパテントマップ作成 　　知財情報活用

